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区
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
で
は
、
昭
和
6
2

年
第
1
回
定
例
会
で
の
審
議
内
容
な
ど
を
O
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
定
例
会
は
、
3
月
2
日
か
ら
1
9
日
ま
で
1
8
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

議
決
内
容

　
議
決
さ
れ
た
案
件
の
概
．
要
を
O
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
定
例
会
に
は
、
6
2
年
度
予
算
を
は
じ
め
、

区
艮
か
ら
2
8
の
案
件
、
議
員
か
ら
1
件
の
案
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

62
年
度
各
会
計
予
算
　
4
件
（
全
員
賛
成
）

1
関
係
記
事
は
2
～
5
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
1

　
61
年
度
各
会
計
補
正
予
算
　
4
件
（
全
員
賛
成
）

〇
一
般
会
計
（
第
四
次
）

0
国
民
健
康
保
険
箏
業
会
計
（
第
一
次
）

O
老
人
保
健
医
療
会
計
（
第
二
次
）

O
中
学
校
給
食
費
会
計
（
第
一
次
）

　
補
正
後
の
各
会
計
予
算
は
次
の
と
お
り
。

　
一
般
会
計
　
二
二
〇
〇
億
八
八
0
0
万
三
千
円

　
国
保
会
計
　
　
二
九
二
億
二
〇
二
二
万
三
千
円

　
老
医
会
計
　
　
二
七
四
億
一
五
八
七
万
五
千
円

　
中
学
校
給
食
会
計
　
九
億
　
六
三
六
万
七
千
円

条
例
の
新
設
2
件

O
高
齢
者
セ
ン
タ
i
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
老
人
の
福
祉
施
設
と
し
て
新
樹
苑
を
開
設
す
る
。

　
所
在
地
は
、
八
幡
山
3
丁
目
1
8
1
2
7

0
保
育
所
入
所
措
置
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
条
例
を
新
設
す

　
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。

　
条
例
の
一
部
改
正
　
1
4
件

0
財
政
運
営
基
金
の
設
置
、
管
理
、
処
分
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
地
方
債
の
計
画
的
な
償
還
の
た
め
、
財
源
の
調

　
整
と
規
定
の
整
備
を
図
っ
た
。

O
職
員
定
数
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
組
織
の
整
備
に
伴
い
職
員
定
数
を
変
更
し
た
。

O
職
員
の
旅
費
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
職
員
の
給
与
条
例
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

○
災
害
弔
慰
金
の
支
給
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
限
度
額
を
引
き
上
げ
た
。

O
地
区
会
館
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
福
祉
会
館
を
地
区
会
館
に
改
め
る
と
と
も
に
、

　
大
蔵
地
区
会
館
を
新
設
し
た
。

○
中
小
商
工
業
振
興
対
策
委
員
会
条
例

　
（
全
員
賛
成
）

　
委
員
の
任
期
を
1
年
か
ら
2
年
に
変
更
し
た
。

O
農
業
振
興
対
策
委
員
会
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
委
員
の
任
期
を
1
年
か
ら
2
年
に
変
更
し
た
。

O
農
業
委
員
会
委
員
定
数
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
を
、
1
6
名
か
ら
1
5
名

　
に
変
更
し
た
。

0
消
費
経
済
対
策
委
員
会
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
委
員
の
任
期
を
1
年
か
ら
2
年
に
変
更
し
た
。

O
国
民
健
康
保
険
条
例

　
（
瞥
成
多
数
　
難
晶
、
公
、
社
、
民
、
饒
屡
、
昏
ク
、
竈
ク
）

　
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
保
険
料
の

　
賦
課
限
度
額
を
引
き
上
げ
た
こ
と
な
ど
。

O
母
子
寮
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
伴
う
も
の
。

O
公
園
条
例
、
（
全
員
賛
成
）

　
次
の
公
園
を
新
設
し
た
。

名
　
　
称

所
在
地

下
馬
中
央
公
園

下
馬
4
丁
目
1
1
1

等
々
力
7
丁
目
公
園

等
々
力
7
丁
目
2
2

14

三
軒
茶
屋
2
丁
目
小
緑
地

三
軒
茶
屋
2
丁
目
1
0

20

若
林
5
丁
目
小
緑
地

若
林
5
丁
目
2
4
1
8

弁
天
小
緑
地

桜
丘
5
丁
目
4
1
1
1
5

○
児
童
遊
園
条
例
（
全
員
賛
成
）

　
　
名
　
　
称
　
　
　
　
所
在
地

深
沢
児
童
遊
園
　
　
　
　
　
新
町
1
丁
目
1
5
1
1
5

用
饅
2
丁
目
児
璽
遊
園
　
　
用
賀
2
丁
目
2
4
！
1
5

0
環
7
沿
道
整
備
計
画
の
区
域
内
の
建
築
物
の
制

　
限
条
例
（
金
員
賛
成
）

　
適
用
区
域
に
大
原
・
羽
根
木
地
区
と
三
軒
茶
屋

　
・
上
馬
地
区
を
加
え
、
拡
大
し
た
。

区
道
路
線
の
認
定
　
4
件
（
全
員
賛
成
）

　
　
　
　
　
在
　
也
　
　
　
延
長
（
m
）

桜
上
水
5
丁
目
9
　
　
　
　
　
　
　
八
四
・
二
九

北
鳥
川
6
丁
目
3
1
　
　
　
　
　
　
　
一
三
じ
・
五
じ

大
蔵
6
r
目
2
0
　
　
　
　
　
　
　
三
八
・
八
四

上
祖
師
谷
4
丁
目
3
4
・
　
　
　
　
、
↓
二
六
。
三
七

　
意
見
書
（
議
員
提
出
議
案
×
全
員
賛
成
）

○
売
上
税
に
関
す
る
意
見
書

－
内
容
は
8
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
！

特
別
区
制
度
改
革
を
求
め
る

10

万
人
の
署
名
を
提
出

　
区
民
の
皆
さ
ん
の
O
協
力
に
よ
り
、
特
別

区
制
度
の
改
革
を
求
め
る
署
名
が
、
1
0
万
3

千
余
人
に
達
し
ま
し
た
。
2
月
1
7
日
、
「
世
田

谷
“
市
”
実
現
を
め
ざ
す
区
民
の
会
」
実
行
委

員
会
の
河
野
会
長
、
背
田
区
議
会
議
長
、
大
場

区
．
長
ら
が
、
葉
梨
自
治
大
臣
に
対
し
て
署
名

を
提
出
し
、
特
別
区
制
度
の
改
革
を
求
め
ま

し
た
。

　
昨
年
に
は
、
1
千
人
以
上
が
参
加
し
た
「
世

田
谷
”
市
”
実
現
を
め
ざ
す
区
民
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、
気
運
も
高
ま
り
っ
っ
あ

り
ま
す
。
今
回
の
署
名
活
動
の
成
果
を
実
効

あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
更
に
運
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
区
議
会
で
は
、
咋
年
9
月
に
特
別
区
制
度

改
革
を
求
め
る
意
見
書
を
自
治
大
臣
に
提
出

す
る
な
ど
、
区
民
に
身
近
な
行
政
を
め
ざ
し
、

自
治
権
の
拡
充
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
地
方
自
治
法
を
は
じ
め
と
す
る

法
律
の
改
正
を
、
国
に
働
き
か
け
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
区
民
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
む
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

話
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r般会計の内訳

その他
76億6814万8千円
5．7％

繰入金
41億2800万円
3．0％

都支出金
55億5303万5千円
4．1％

　　
瓢

騰
鱗

特別区債
58億5200万円
4．3％

照、騨町蒋賜1駆頭類巨無昼顧晒Fゴ翫掘一諏’繊ζ颯
　　　　　内訳　　灘　嚢
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1躍

特別区税
837億1300万円
61．7％

　　　「
特別区交付金
75億円
5．5％

国庫支出金－

97億7251万7千円
7．2％

諸収入

115億5330万円
8．5％

回
入

鳶
歳

　　　　　　　　一・　　　　　　　　　∫PP一ーン　　　　　　　些一

職員費
356億7265万3千円
26．3％

　　ノ濠鱗疑瞬 “軸撚
機
濠
蟻
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総務費　　　　　　　環境費　　　　　　公債費

134億3390万4千円　41億2443万9千円41億1344万5千円
9．9％　　　　　3．0％　　　　3．0％

土木費－　　　　　　教育費／
203億4639万2千円　182億8000万円
15．0％　　　　　13．5％
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昭
和
62
年
度
の
一
般
会
計
並
び
に
3
特
別
会
計
の
、
総
額
一
九
五
四
億
円
を

超
え
る
歳
入
歳
出
壬
算
案
が
区
長
か
ら
提
案
さ
れ
、
3
月
m
日
の
本
会
議
に
お

い
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
で
算
案
の
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、
議
長
を
除
く
51
名
の
議
員
で
構
成
す
る
「
予

算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
7
日
間
に
わ
た
っ
て
、
企
画
総
務
、
区
民
生
活
、

福
祉
保
健
、
都
市
整
備
、
文
教
な
ど
の
各
領
域
ご
と
に
き
め
細
か
な
論
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　審

議
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
主
な
質
問
・
要
望
事
項
と
し
て
次
の
ぺ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
予
算
案
に
対
す
る
各
会
派
の
意
見
の
あ
ら
ま
し

を
、
4
・
5
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

め1基政　　引響げ財依均か心響に　　　ま概

重藷鰻縣欝鰻灘．漿　　62
纏鶴詫搦灘鱒雛辮　・耀　　年
謬彰灘灘磁継駈麟　譜あ度　目住勢況惜改のな却財大た業　　　　の先
礁讐黙離糊捲賑縣、雇　蝿　ら予
縦錫轡魏魏寸輪ぞ臥甑　　硲　ま・算
難健塞鋸墾縫縫舗　懸　しの
。努ユ新財　　く影下のが不し中影高　　　りの

．メ歴　算　　　“　1954億8126万9千円
li　’伊？一

！一　　般　　会　　計　　1357億4000万円
！－一』目1

』1国民健康保険事業会計，　284億5099万4千円

老人保健医療会計　　　303億8938万8千円

篇中学校給食費会計　　　9億　88万7千円

主
な
新
規
事
業

○
美
術
大
学
の
開
設
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区
民
健
康
村
）
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済
会
の
発
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＼
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ヤ
ロ

　
　
　
一
　
－
、
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㌧
』
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～
ー
「
さ
、
“
、
－
ノ
＼
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〆
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
／
　
り
一
［
！
『
＼

－
ノ
郁
．
，
／
r
ー
＼
β

O
円
高
緊
急
融
資
の
実
施

　

こ

旨

岨
馴
謝
只
　
　
詮
ク
脅

　
　
灘

罵
皐
々

○
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

　
「
新
樹
苑
」
の
開
設

厩蓼幽翼○訪
問
歯
科
診
療
の
実
施

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
〆
　
σ

　
括
い
¢
》

○
公
園
の
新
設

　
（
次
大
夫
堀
公
園
な
ど
）

〃
拶
－
蕗
、
ζ

一
鐙
妻
一
二

〇
外
国
人
講
師
の
派
遣

　
　
　
　
（
全
中
学
校
）

＼1



No．107区議会だより5月10日号口

主
な
質
問
・
要
望
事
項

行
財
政
の
効
率
化

　
　
　
　
を
め
ざ
し
て

自
由
民
主
党

O
売
上
税
へ
の
対
応

O
都
区
財
政
調
整
制
度
の
改
善

O
起
債
の
計
画
的
な
運
用
と
健
全
財
政
の
堅
持

O
用
地
取
得
の
財
源
の
確
保

○
行
財
政
改
革
の
、
層
の
推
進

○
受
益
者
負
担
の
徹
底

○
区
民
健
康
村
の
利
用
促
進
と
P
R
の
充
実

○
地
方
の

国
際
化
と
姉
妹
都
市
交
流
の
促
進

○
職
員
定
数
の
適
正
化
と
接
遇
教
育
の
徹
底

○
選
挙
の
投
票
率
の
向
上

公
明
党

O
テ
レ
ビ
広
報
の
放
送
内
容
の
充
実

O
売
上
税
導
入
反
対
へ
の
取
組
み

○
行
財
政
改
善
の
推
進

O
都
立
大
移
転
の
跡
地
へ
の
取
組
み

O
事
務
事
業
の
委
託
の
適
正
化

日
本
共
産
党

O
広
聴
事
業
の
一
層
の
推
進

O
売
上
税
縣
入
に
よ
る
区
民
生
活
へ
の
影
響

○
事
務
事
業
の
民
問
委
託
化
へ
の
慎
壺
な
対
応

0
区
民
の
期
待
に
応
え
る
職
員
の
育
成

日
本
社
会
党

O
売
上
税
反
対
の
国
へ
の
働
き
か
け

○
新
基
本
計
画
の
区
民
へ
の
P
R

O
国
の
事
務
の
団
体
委
任
事
務
化
へ
の
対
応

0
情
報
公
閾
の
進
捗
状
況
と
P
R
の
促
進

民
社
党

O
特
別
区
制
度
改
革
の
一
層
の
推
進

O
行
政
改
革
の
推
進
と
成
果
の
公
友

0
職
員
の
意
識
改
革
と
研
修
の
充
実

無
所
属
ク
ラ
ブ

O
美
術
館
来
館
者
の
拡
大
策

r
’
「

民
社
ク
ラ
ブ

O
サ
ー
ビ
ス
公
柱
の
発
展
策

区
民
生
活
の
向
上

　
　
　
　
を
め
ざ
し
て

　
自
由
民
主
党

○
地
域
事
務
所
の
効
率
的
な
運
営

O
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
建
設
の
促
進

O
地
域
活
動
団
体
へ
の
助
成
の
拡
充

○
陰
の
善
行
賞
「
あ
り
が
と
う
賞
」
制
度
の
拡
充

O
農
地
保
全
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

0
シ
ョ
ッ
ヒ
ン
グ
フ
ロ
ム
ナ
ー
ド
事
業
の
促
進

0
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
の
早
期
実
現

O
商
店
街
の
共
通
商
品
券
の
普
及
へ
の
援
助

O
市
街
地
で
の
緑
化
対
策
の
推
進

O
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
運
動
の
推
進

公
明
党

○
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
地
域
行
政
の
推
進

O
勤
労
者
共
済
制
度
の
P
R
の
充
実

O
駅
か
ら
離
れ
た
商
店
街
へ
の
振
興
策
の
充
実

0
市
街
化
が
進
む
地
域
で
の
緑
化
の
促
進

O
低
公
害
申
の
導
入
と
環
8
の
大
気
朽
染
対
策

臼
本
共
産
党

O
地
域
事
務
所
の
適
切
な
管
轄
区
域
の
あ
り
方

○
鳥
山
地
域
へ
の
㎜
人
程
度
の
集
会
施
設
の
設
置

O
悪
徳
商
法
の
被
害
を
防
止
す
る
P
R
の
充
実

O
み
ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
運
動
の
展
開

日
本
社
会
党

O
住
民
票
事
務
執
行
で
の
フ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

0
地
域
事
務
所
開
設
に
向
け
て
の
取
組
み
方
針

O
円
高
の
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業
へ
の
対
策

O
防
災
無
線
網
の
拡
充

民
社
党

O
区
民
保
養
施
設
の
増
設

O
勤
労
者
共
済
制
度
の
箏
業
の
充
実

○
産
業
交
流
セ
ン
タ
i
建
設
計
画
の
推
進

旨
だ戦

y
琶
鶏
η
”
u
劇
眠
抵
ー

、
ー

ー
・
D
猶
践
、

＼

、
一
無
所
属
ク
ラ
ブ

O
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
制
度
の
充
実

．
生
活
ク
ラ
ブ

O
区
民
施
設
へ
の
多
口
的
な
調
理
設
備
の
設
置

福
祉
・
保
健
の
充
実

　
　
　
　
　
を
め
ざ
し
て

戴
．
自
由
民
主
党

○
老
人
住
宅
と
特
養
ホ
ー
ム
の
積
極
的
な
整
備

O
小
規
模
な
老
人
福
祉
施
設
の
各
地
域
へ
の
設
置

O
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
支
援
の
強
化

O
岡
奉
福
祉
作
業
所
の
利
用
者
の
負
担
の
適
正
化

○
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
金
の
徴
収
へ
の
努
力

O
保
育
園
と
学
童
ク
ラ
ブ
の
保
育
料
の
兇
直
し

O
エ
イ
ズ
の
重
防
対
策
の
充
実
と
P
R
の
徹
底

O
が
ん
検
診
事
業
の
一
層
の
充
実

O
地
域
医
療
計
圃
の
早
期
策
定
へ
の
取
組
み

○
健
康
づ
く
り
事
業
の
地
域
で
の
展
開

　
公
明
党

O
福
祉
公
社
の
設
就
と
高
齢
者
事
業
団
の
充
実

O
「
世
田
谷
区
婦
人
行
動
計
町
」
の
推
進

O
エ
イ
ズ
検
査
の
無
料
化
の
実
現

○
健
康
づ
く
り
事
業
の
一
層
の
充
実

○
猫
の
登
録
制
度
の
導
人

日
本
共
産
党

O
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設

O
老
人
向
け
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
各
地
域
へ
の
設
置

O
国
保
の
保
険
証
の
交
付
制
限
へ
の
慎
重
な
対
応

O
保
育
園
と
学
童
ク
ラ
ブ
の
入
所
枠
の
拡
大

日
本
社
会
党

O
福
祉
公
社
の
設
立
へ
の
積
極
的
な
取
組
み

O
総
合
的
な
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

O
障
害
者
の
親
な
き
後
の
対
策
の
充
実

O
公
害
健
康
被
害
補
償
法
の
見
直
し
へ
の
対
応

、
民
社
党

0
区
民
施
設
へ
の
福
祉
型
住
宅
の
併
設

O
心
身
障
害
者
の
特
養
ホ
ー
ム
ヘ
の
ぺ
所
年
齢
の

　
引
き
下
げ
と
障
害
者
施
設
の
定
員
伜
の
拡
友

無
所
属
ク
ラ
ブ

○
痴
呆
性
老
人
の
受
入
施
設
の
整
備

生
活
ク
ラ
ブ

O
老
人
給
食
の
充
実
と
老
人
と
地
域
の
交
流
促
進

都
市
整
備
の
推
進

　
　
　
　
を
め
ざ
し
て

自
由
民
主
党

O
道
路
整
備
へ
の
積
極
的
な
取
紺
み

○
区
画
整
理
事
業
と
下
水
道
の
促
進

○
用
地
取
得
態
勢
の
強
化

○
駅
周
辺
整
備
計
．
画
の
推
進

○
砧
・
烏
山
地
域
の
都
市
基
盤
整
備
の
促
進

〇
三
軒
茶
屋
再
開
発
事
業
の
一
層
の
推
進

○
上
祖
師
谷
4
．
～
目
地
区
計
画
の
進
捗
状
況

〇
二
子
E
川
再
開
発
訓
画
の
推
進

O
み
つ
池
と
丸
子
川
親
水
公
園
の
水
源
の
確
保

○
小
田
急
線
高
架
化
の
促
進

公
明
党

O
区
画
整
理
事
業
の
促
進
と
道
路
の
整
備

〇
二
．
r
E
川
再
開
発
計
画
の
進
捗
状
況

○
教
育
友
農
場
跡
地
の
利
用
引
剛
へ
の
取
組
み

○
住
宅
施
簾
の
積
極
的
な
推
進

O
放
置
自
転
申
の
再
利
用
へ
の
取
組
み

日
本
共
産
党

〇
二
子
に
川
再
陶
発
計
画
へ
の
慎
屯
な
取
組
み

○
雨
水
の
侵
透
設
備
の
民
間
へ
の
普
及
と
助
成
策

○
環
8
へ
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
早
期
導
入

○
小
田
急
線
の
立
体
化
方
式
で
の
地
下
化
の
検
討

新
基
本
計
画
を
推
進
し

ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
の

実
現
を

　
私
は
、
3
期
目
の
4
年
間
を
「
実
現
の
時
代
」

と
位
置
づ
け
、
基
本
計
画
に
掲
げ
る
諸
躯
業
の

遂
行
に
全
力
を
あ
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
た

に
策
定
し
た
『
新
基
本
刮
画
』
は
、
こ
の
実
績

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
2
1
世
紀
を
展
望
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
指
針
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
人
間

性
の
尊
重
と
地
域
か
ら
の
発
想
を
大
切
に
し
た

区
政
を
区
民
と
共
に
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
て
、
税
制
改
正
に
伴
い
売
上
税
が
検
討
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
導
入
に
よ
っ
て
消
費
者
へ

の
負
担
増
加
や
中
小
企
業
へ
の
経
常
圧
迫
を
招

ぐ
こ
と
が
な
い
よ
う
強
く
望
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
区
の
財
政
は
厳
し
い
環
境
の
も
と
に
あ

り
ま
す
が
、
6
2
年
度
予
算
は
財
源
の
確
保
に
努

日
本
社
会
党

○
住
民
の
要
望
を
尊
重
し
た
用
途
地
域
の
見
直
し

○
歩
道
の
通
行
に
障
害
と
な
る
電
柱
の
移
設

O
東
急
バ
ス
路
線
の
再
編
成
計
画
へ
の
対
応

○
小
旧
急
立
体
化
で
の
沿
線
住
民
の
意
見
の
惇
重

民
社
党

O
ご
、
軒
茶
屋
再
開
発
事
業
で
の
地
権
者
へ
の
配
慮

○
雨
水
の
浸
透
設
備
の
普
及
の
促
進

○
環
8
へ
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
人

無
所
属
ク
ラ
ブ

○
多
摩
川
の
浄
化
と
兵
庫
島
の
整
備
計
画
の
推
進

民
社
ク
ラ
ブ

○
セ
．
要
生
活
道
路
の
整
備
訓
画
の
P
R
の
徹
底

教
育
行
政
の
進
展

　
　
　
　
を
め
ざ
し
て

自
由
民
主
党

○
個
人
差
に
応
じ
た
教
育
の
実
践

○
研
究
奨
励
校
、
研
究
課
題
校
の
拡
大

○
川
場
移
動
教
室
の
充
実

○
学
校
で
の
ス
ホ
ー
ツ
の
振
興

0
空
き
教
室
の
活
用

○
自
然
、
緑
へ
の
理
解
を
深
め
る
副
読
衣
の
作
成

○
教
員
研
修
の
充
実

め
、
『
新
基
本
計
画
」
を
中
心
と
す
る
事
業
に
財

源
を
重
．
点
配
分
し
ま
し
た
、

　
ま
ず
、
膓
か
な
市
民
之
化
の
創
造
と
生
涯
学

習
の
推
進
で
は
、
髪
術
館
に
美
術
大
学
を
開
設

し
、
区
民
健
康
村
に
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
、
教
育
セ
ン
タ
ー
・
中
央
図
醇
館
の
建

設
を
進
め
、
あ
わ
せ
て
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
図
る
た
め
、
各
館
に
コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
を
設

置
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
い
き
ま
す
。
全

小
学
校
で
の
ス
ホ
ー
ツ
教
蜜
．
の
実
施
、
各
中
学

校
へ
の
外
因
人
講
師
の
派
遣
な
ど
に
よ
り
学
校

教
育
を
充
実
し
ま
す
。
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
、

上
北
沢
区
民
セ
ン
タ
ー
、
地
区
会
館
5
館
の
建

設
を
進
め
、
区
民
交
流
の
拠
点
を
整
備
し
て
い

き
ま
す
、

　
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
柱
会
の
形

成
で
は
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
「
新
樹
苑
」
を
6
丹

に
開
設
す
る
ほ
か
、
資
産
を
担
保
と
し
た
資
金

貸
付
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
福
祉
公
社

の
設
立
に
取
り
組
み
ま
す
。
心
身
障
害
者
へ
の

対
策
と
し
て
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
三
宿

つ
く
し
ん
ぼ
ホ
ー
ム
の
建
設
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
胎
児
と
妊
婦
の
た
め
の
講
演
と
音
楽
会
の

○
教
員
へ
の
新
構
本
計
画
の
周
知
徹
底

○
生
涯
体
育
の
振
興

○
区
役
所
周
辺
の
史
跡
を
巡
る
散
歩
道
の
実
現

公
明
党

○
海
外
帰
国
子
女
教
育
の
充
実
、
と
受
人
校
の
P
R

O
い
じ
め
解
消
へ
の
き
め
細
か
な
取
組
み

○
補
習
授
業
の
拡
充

○
区
就
の
幼
稚
園
長
の
惇
任
化

O
児
竜
、
生
徒
の
視
力
低
ド
を
防
ぐ
対
策

日
本
共
産
党

○
中
学
生
向
け
副
読
本
の
内
容
充
実

○
学
、
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
拡
充
と
指
導
者
の
確
保

O
図
踵
館
の
増
設
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

O
次
大
夫
畑
公
園
の
占
民
家
の
活
用
方
針

日
本
社
会
党

○
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
へ
の
取
組
み

○
学
校
改
修
で
の
木
材
使
用
の
推
進

○
登
校
拒
否
児
へ
の
学
校
を
あ
げ
て
の
取
組
み

○
中
園
残
留
孤
児
の
子
弟
の
教
育
態
勢
の
整
備

民
社
党

O
学
校
で
の
エ
イ
ズ
教
育
と
禁
煙
教
育
の
実
施

○
生
徒
の
や
る
気
を
促
す
補
習
授
業
へ
の
取
組
み

○
図
誰
館
の
休
館
日
の
縮
小
と
利
用
時
問
の
延
長

無
所
属
ク
ラ
ブ

○
生
涯
学
習
の
充
実
、

民
社
ク
ラ
ブ

○
学
校
施
設
の
格
差
の
解
消

実
施
、
胃
が
ん
検
診
事
業
の
充
実
、
寝
た
き
り

老
人
へ
の
全
．
月
訪
閤
看
護
に
取
り
組
み
ま
す

　
暮
ら
し
の
向
上
と
活
力
あ
る
地
域
経
済
の
振

興
で
は
、
勤
労
者
共
済
会
の
設
就
や
、
円
高
の

影
響
を
受
け
て
い
る
巾
小
企
業
へ
の
緊
急
融
資

に
取
り
組
み
ま
す
、
ま
た
、
シ
ョ
ッ
ヒ
ン
グ
フ
、

ロ
ム
ナ
ー
ド
整
備
事
業
な
ど
も
促
進
し
ま
す
、

都
市
心
業
の
振
興
の
た
め
、
．
区
民
農
園
事
業
な

ど
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
、

　
安
金
で
住
み
よ
い
都
市
づ
く
り
の
推
進
で
は
、

用
途
地
域
の
見
直
し
、
建
替
登
録
制
度
の
充
実
、
ー

下
水
道
や
道
路
な
ど
都
市
基
盤
の
整
備
を
進
め
u

ま
す
．

　
緑
と
水
の
う
る
お
い
の
あ
る
生
活
環
境
の
形

成
で
は
、
生
垣
緑
化
助
成
制
度
の
新
設
や
、
静
　
、

嘉
堂
周
辺
、
兵
庫
島
公
園
、
次
大
夫
堀
公
園
な
一

ど
で
緑
を
守
り
育
て
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
「
み
…

ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
」
運
動
を
区
民
と
共
に
進
め
、
・

樹
林
地
や
水
辺
を
保
全
し
て
い
き
ま
す
。

『
新
基
本
計
画
』
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
自
、

治
権
の
拡
充
が
必
要
で
あ
り
、
特
別
区
制
度
の

改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
行
政
制
度
“

の
確
立
に
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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行
財
政
改
革
を
推
進
し

、
財
政
基
盤
の
確
立
を

　
区
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
円
高
不
況
な
ど
依

然
と
し
て
厳
し
い
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
2
1
世

紀
を
展
望
し
た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
、
積
極
型
の

予
算
を
組
ん
だ
こ
と
は
評
価
す
る
。
新
基
本
計
画

の
実
現
に
向
け
、
財
源
の
確
保
と
効
率
的
な
財
政

運
営
に
万
全
を
期
せ
。
ま
た
、
中
小
企
業
へ
の
影

響
に
配
慮
し
、
売
上
税
に
は
慎
重
に
取
り
組
め
。

「麓『：

1
自
由
民
主
党
1

　
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
に
は
、
行
政
の
む
だ

を
思
い
切
っ
て
カ
ッ
ト
す
る
決
断
力
が
必
要
だ
。

職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
り
、
コ
ス
ト
意
識
を
も

っ
て
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
民
間
委
託
の
推
進
、

事
務
の
O
A
化
な
ど
に
努
め
よ
。
区
民
に
も
適
正

な
受
益
者
負
担
を
求
め
よ
。

　
特
別
区
制
度
改
革
で
は
、
P
R
に
一
層
の
工
夫

覧
N
〆

、
、
や
■鑛

、
鐘
・

　　　　’・

闘

ピ
激
亀
潮
戴
篭
4
、
，
虚

論
藷

を
凝
ら
し
、
区
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
積
極
的
に

取
り
組
め
。
地
域
行
政
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

地
域
特
性
を
生
か
し
た
街
づ
く
り
を
進
め
る
と
同

時
に
、
区
全
体
の
整
合
性
を
図
り
、
地
域
格
差
が

生
ま
れ
な
い
よ
う
取
り
組
め
。
ま
た
、
地
域
事
務

所
の
具
体
化
に
伴
い
、
組
織
が
肥
大
化
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
配
慮
せ
よ
。

　
都
市
基
盤
の
整
備
の
第
一
歩
と
な
る
用
地
の
確

保
は
、
地
価
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
ま
す
ま
す
困
難

に
な
っ
て
き
た
。
土
地
情
報
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に

確
立
し
、
用
地
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
土

地
の
有
効
利
用
、
高
度
利
用
も
図
れ
。
ま
た
、
国

の
容
積
率
の
緩
和
な
ど
の
制
度
も
十
分
に
研
究
し
、

活
用
せ
よ
。
道
路
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
計
画

を
必
ず
遂
行
す
る
強
い
姿
勢
が
大
切
だ
。
執
行
体

制
を
見
直
し
、
強
化
せ
よ
。
下
水
道
の
早
期
普
及
、

一諮
5 じ韓

！　　ひ 厘

区
画
整
理
の
促
進
、
小
田
急
線
の
高
架
化
の
早
期

実
現
に
も
一
層
努
力
せ
よ
。

　
高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
で
、
生
き
が
い
対
策

は
も
と
よ
り
、
介
護
を
必
要
と
す
る
老
人
へ
の
援

助
が
望
ま
れ
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
間
の
福

祉
団
体
の
協
力
も
得
て
、
地
域
で
老
人
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
地
域
福
祉
の
実
現
に
力
を

注
げ
。
一
方
、
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
時
代
の
推
移
と

と
も
に
見
直
し
を
必
要
と
す
る
も
の
は
洗
い
直
せ
。

　
学
校
で
は
、
「
心
の
教
育
」
に
力
を
入
れ
、
教
師

の
資
質
の
向
上
や
指
導
室
の
強
化
は
も
と
よ
り
、

道
徳
教
育
の
充
実
、
国
旗
掲
揚
、
国
歌
斉
唱
の
徹

底
な
ど
を
通
じ
て
、
2
1
世
紀
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し

い
人
づ
く
り
に
努
め
よ
。

　
最
後
に
、
活
力
あ
る
心
豊
か
な
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都

市
の
実
現
に
ま
い
進
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

新
基
本
計
画
の
推
進
で

住
民
福
祉
の
向
上
を

　
区
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
は
、
国
の
補
助
金
カ

ッ
ト
の
継
続
や
都
区
財
政
調
整
の
交
付
金
の
伸
び

悩
み
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
国
の
売
上
税
の
導
入
は
、
物
価
上
昇
、
不
況

の
深
刻
化
、
失
業
者
の
増
大
な
ど
を
招
き
、
マ
ル

優
の
廃
止
と
と
も
に
区
民
の
生
活
を
脅
か
す
も
の

だ
。
反
対
の
意
を
表
明
せ
よ
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
な
か
で
も
、
新
基
本
計
画
の
推
進
に
は
万
全
を

期
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
。
財
源
を
確
保

し
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
一
層
努
め
よ
。

　
急
速
に
進
む
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
で
は
、
老

人
の
住
宅
対
策
が
急
務
だ
。
老
人
が
地
域
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
借
上
住
宅
の
増
設
な
ど

に
積
極
的
に
取
り
組
め
。
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

導
入
も
急
げ
。
寝
た
き
り
老
人
や
痴
呆
性
老
人
へ

ー
公
　
明
　
党
1

の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
も
努
め
よ
。

　
2
1
世
紀
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
全
に
育
っ
て

い
く
に
は
、
「
い
じ
め
」
問
題
の
一
刻
も
早
い
解
決

が
望
ま
れ
る
。
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
め
。
ま
た
、
や
さ
し
い
心
を
培
う
土

壌
づ
く
り
も
大
切
だ
。
学
校
で
小
動
物
を
飼
育
す

る
こ
と
や
愛
鳥
モ
デ
ル
校
の
拡
大
に
努
め
よ
。
海

外
帰
国
子
女
の
受
入
体
制
を
充
実
し
、
受
入
校
の

P
R
に
も
努
め
よ
。

　
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
エ
イ
ズ
対
策
を
強
力

に
進
め
よ
。
喫
煙
や
飲
酒
の
害
を
知
ら
せ
る
母
子

衛
生
教
育
も
充
実
せ
よ
。
婦
人
の
自
立
と
自
覚
を

高
め
る
た
め
、
「
世
田
谷
区
婦
人
行
動
計
画
」
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

　
地
域
事
務
所
の
開
設
で
は
、
漢
字
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
の
単
入
や
窓
口
改
善
、
出
張
所
と
の
連

携
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の

一
層
の
向
上
を
め
ざ
せ
。
ま
た
、
区
民
集
会
施
設
、

児
童
館
、
デ
イ
ホ
ー
ム
な
ど
の
整
備
は
地
域
特
性

に
配
慮
し
て
進
め
よ
。

　
街
づ
く
り
で
は
、
緑
と
水
の
あ
る
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
が
大
切
だ
。
緑
の
保
全
対
策
の
充
実
や

河
川
の
整
備
に
工
夫
を
凝
ら
せ
。
下
水
道
の
完
全

ヘド

普
及
、
環
8
へ
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
も

力
を
入
れ
よ
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
不
足
し
て
い
る
。
施
設
の
拡

充
に
努
め
よ
。
大
学
や
民
間
企
業
の
施
設
の
区
民

へ
の
開
放
に
も
積
極
的
に
取
り
組
め
。
温
水
プ
ー

ル
を
各
地
域
に
設
置
せ
よ
。

　
円
高
不
況
の
影
響
を
受
け
る
中
小
企
業
へ
の
対

策
も
充
実
せ
よ
。

住
民
本
位
で
民
主
的
な

行
政
運
営
に
努
め
よ

　
中
曽
根
内
閣
は
、
国
民
を
あ
ざ
む
き
、
売
上
税

を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
区
長
は
、
重
大
な

影
響
を
受
け
る
区
民
生
活
や
中
小
商
工
業
者
の
経

営
を
守
る
立
場
か
ら
、
直
ち
に
国
へ
反
対
を
申
し

入
れ
よ
。

　
国
の
6
2
年
度
予
算
は
、
軍
事
費
の
対
G
N
P
比

／
％
枠
を
ぽ
ず
し
、
歯
止
め
な
き
軍
拡
を
進
め
る

と
と
も
に
、
列
島
改
造
型
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

ふ
ん
だ
ん
に
税
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、

地
方
自
治
体
へ
の
福
祉
関
連
の
補
助
金
カ
ッ
ト
を

継
続
し
、
国
民
生
活
関
連
予
算
を
圧
縮
す
る
な
ど
、

地
方
自
治
と
住
民
生
活
を
脅
か
す
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
鈴
木
都
政
も
国
に
追
随
し
、
公
共
料
金
の

値
上
げ
や
福
祉
の
切
り
捨
て
を
進
め
る
と
と
も
に
、

大
型
開
発
の
推
進
で
地
価
高
騰
を
招
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
で
区
は
、
区
民
福
祉
を
後
退

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
に
努
力
し
て
い
る
こ

と
を
評
価
す
る
。
具
体
的
に
は
、
奨
学
資
、
金
特
別

支
度
金
の
引
き
上
げ
を
行
い
、
寝
た
き
り
老
人
へ

の
全
戸
訪
問
と
訪
問
歯
科
診
僚
の
実
施
に
踏
み
出

す
こ
と
、
精
神
薄
弱
者
生
活
ホ
ー
ム
の
援
助
に
取

り
組
み
始
め
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
保
育

園
で
の
地
域
育
児
相
談
活
動
の
開
始
も
評
価
で
き

1
日
本
共
産
党
1

る
。
ま
た
、
農
地
保
全
の
た
め
、
登
録
農
地
助
成

の
補
助
限
度
額
を
引
き
上
げ
て
い
る
。
公
園
や
緑

地
の
整
備
で
も
、
岡
本
静
嘉
堂
の
緑
地
の
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
住
宅
問
題
で
は
、
高
齢
者
福

祉
庄
宅
の
設
計
指
針
の
策
定
に
向
け
、
独
自
に
調

査
を
行
う
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。

　
今
後
、
事
務
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
単

に
経
費
節
減
だ
け
が
目
的
の
民
間
委
託
化
や
制
度

の
見
直
し
を
行
わ
ず
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

め
ざ
し
、
効
率
的
、
民
主
的
な
運
営
に
努
め
よ
。

　
福
祉
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
、
老

人
福
祉
施
設
の
増
設
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。
在

宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
拡
充
せ
よ
。

　
道
路
づ
く
り
は
、
住
民
本
位
で
推
進
せ
よ
。
公

園
の
配
置
は
、
住
宅
密
集
地
域
な
ど
必
要
性
の
高

い
と
こ
ろ
か
ら
進
め
よ
。
教
育
大
農
場
跡
地
の
公

園
計
画
で
は
、
区
民
の
ス
ポ
ー
ツ
要
望
を
入
れ
た

区
の
考
え
を
都
に
示
し
、
早
期
実
現
に
努
め
よ
。

　
空
き
教
室
を
利
用
し
、
学
校
区
ご
と
に
学
童
ク

ラ
ブ
を
設
置
せ
よ
。
学
校
で
の
老
人
へ
の
給
食
の

提
供
な
ど
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
努

め
よ
。
い
じ
め
の
闇
題
に
は
、
教
育
委
員
会
、
学

校
、
家
庭
が
連
携
し
て
取
り
組
め
。
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区
民
と
と
も
に

新
基
本
計
画
を
推
進
せ
よ

　
国
は
、
国
民
の
平
和
の
願
い
に
反
し
、
軍
事
費

を
増
大
さ
せ
、
国
家
秘
密
法
の
再
提
案
を
企
て
よ

う
と
し
て
い
る
。
更
に
、
売
上
税
の
導
入
を
も
く

ろ
み
、
民
活
の
名
に
よ
る
地
価
の
高
騰
を
あ
お
っ

て
い
る
。
ま
た
、
複
合
大
気
汚
染
の
現
状
を
無
視

し
、
公
害
健
康
被
害
補
償
法
の
指
定
地
域
の
全
面

解
除
を
打
ち
出
し
た
。
沿
道
周
辺
住
民
は
、
深
刻

な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
環
境
行
政
は

大
き
く
後
退
し
て
い
る
。
区
は
、
区
民
の
暮
ら
し

や
命
を
守
る
立
場
か
ら
、
国
に
対
し
て
、
政
治
姿

勢
の
転
換
を
迫
れ
。
ま
た
、
平
和
都
市
宣
言
を
実

効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、
具
体
的
な
平
和
施
策

を
展
開
せ
よ
。

　
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
世
田
谷
の
実
現
の
た
め
、
2
1

世
紀
を
展
望
し
た
新
基
本
計
画
を
策
定
し
た
が
、

今
後
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
が
、
重
要
な

課
題
だ
。
区
民
自
治
を
確
立
し
、
区
民
と
区
政
と

の
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

区
民
の
立
場
に
た
り
て
、
公
平
、
公
正
な
行
政
を

展
開
せ
よ
。
在
宅
福
祉
を
重
視
し
て
い
る
が
、
経

費
の
削
減
、
受
益
者
負
担
の
増
大
に
よ
り
、
福
祉

の
後
退
を
招
か
な
い
よ
う
配
慮
せ
よ
。
地
域
行
政

の
推
進
で
は
、
全
体
計
画
を
明
確
に
し
て
、
地
域

弧

ー
日
本
社
会
党
1

間
の
施
策
の
整
合
を
図
り
、
調
整
体
制
を
確
立
せ

よ
。
　
新
基
本
計
画
の
実
現
に
は
、
財
政
基
盤
の
確
立

が
不
可
欠
だ
。
科
学
性
と
計
画
性
に
基
づ
く
効
率

的
な
行
政
運
営
に
努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
自

主
財
源
の
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。
起
債
の

許
可
権
限
を
国
か
ら
都
に
移
管
す
る
よ
う
働
き
か

け
よ
。
さ
ら
に
、
起
債
枠
の
拡
大
に
努
め
よ
。
都

区
財
政
調
整
制
度
の
改
革
に
は
、
2
3
区
共
同
で
取

り
組
み
、
財
政
自
主
権
の
確
立
を
図
れ
。

　
美
術
館
や
区
民
健
康
村
の
意
義
が
、
区
民
に
理

解
さ
れ
る
よ
う
P
R
の
充
実
に
努
め
よ
。
ま
た
、

利
用
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め
、
有
効
な
運
営

方
法
も
検
討
せ
よ
。

　
小
田
急
線
の
立
体
化
問
題
で
は
、
沿
線
住
民
の

地
下
化
を
求
め
る
声
が
根
強
い
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、

将
来
の
良
好
な
世
田
谷
の
住
環
境
を
守
る
た
め
、

住
民
の
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
て
、
慎
重
に
対
応

せ
よ
。

　
障
害
者
対
策
で
は
、
親
な
き
後
の
障
害
者
が
地

域
で
生
活
で
き
6
よ
う
な
施
策
を
推
進
せ
よ
。
特

に
、
就
労
の
場
を
確
保
し
、
社
会
参
加
を
促
進
す

る
施
策
の
充
実
に
努
め
よ
。

へ

》

『〕

行
財
政
改
革
を
推
進
し

成
果
を
公
表
せ
よ

　
特
別
区
制
度
の
改
革
を
推
進
し
、
地
域
行
政
を

基
盤
と
し
た
大
都
市
行
政
の
実
現
を
め
ざ
す
本
区

に
は
、
大
き
な
視
野
と
き
め
細
か
な
視
点
を
合
わ

せ
も
つ
行
政
の
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
効
率
的
な
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
ず
、

職
員
の
意
識
改
革
を
徹
底
せ
よ
。
さ
ら
に
、
行
財

政
改
善
懇
談
会
の
提
言
を
実
現
す
る
た
め
、
年
次

目
標
を
定
め
て
計
画
的
に
事
務
事
業
の
見
直
し
を

行
え
。
職
員
数
の
抑
制
や
財
政
面
に
現
れ
た
改
革

の
成
果
も
区
民
に
公
表
せ
よ
。

　
国
際
化
へ
の
対
応
で
は
、
姉
妹
都
市
と
の
区
民

1
民
　
社
　
党
ー

交
流
を
促
進
せ
よ
。

　
地
域
行
政
の
推
進
で
は
、
地
域
事
務
所
の
開
設

に
向
け
て
準
備
に
万
全
を
期
せ
。
売
上
税
は
区
民

生
活
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
。
導
入
反
対
の
態

度
を
貫
け
。
円
高
不
況
の
被
害
を
受
け
る
中
小
商

工
業
者
へ
の
対
策
に
更
に
力
を
入
れ
よ
。
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
に
よ
る
税
負
担
増
へ
の
緩
和
措

置
も
都
に
強
く
働
き
か
け
よ
。
新
た
に
勤
労
者
共

済
制
度
が
発
足
す
る
が
、
保
養
施
設
の
利
用
面
な

ど
で
非
会
員
へ
の
補
助
制
度
を
低
下
さ
せ
な
い
よ

う
配
慮
せ
よ
。

　
福
祉
公
社
は
、
区
民
の
期
待
に
十
分
応
え
る
も

へ

　
，
－

鮎
へ
！

＼
、
、

　
　
、
．
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＞

、
一

／
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の
と
し
て
設
立
に
取
り
組
め
。
障
害
者
の
た
め
に
、

養
護
学
校
卒
業
後
や
親
な
き
後
の
対
策
を
確
立
し
、

就
労
の
場
の
拡
充
も
図
れ
。
遅
れ
て
い
る
視
力
障

害
者
へ
の
施
策
も
充
実
せ
よ
。
高
齢
化
社
会
へ
の

対
策
と
し
て
総
合
的
な
施
策
の
確
立
を
急
げ
。
ま

た
、
学
童
ク
ラ
ブ
や
保
育
園
、
障
害
者
の
生
活
訓

練
施
設
で
は
、
定
員
枠
な
ど
を
弾
力
的
に
運
用
し
、

一
層
の
効
率
的
運
営
に
努
め
よ
。
エ
イ
ズ
に
対
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及
に
も
取
り
組
め
。

　
三
軒
茶
屋
の
再
開
発
で
は
、
地
権
者
へ
の
き
め

細
か
な
配
慮
と
新
た
な
発
想
を
も
っ
て
事
業
を
推

t
＼

ハ辺　
　
　
　
L

り
　
f
／

　
　
／
し

　
　
　
ぐ

／
，

，■

進
せ
よ
。
公
共
交
通
体
系
の
整
備
に
向
け
、
関
係

機
関
と
の
協
議
を
更
に
進
め
よ
。
雨
水
の
貯
溜
浸

透
設
備
の
民
間
施
設
へ
の
普
及
に
努
め
よ
。
生
活

道
路
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
よ
。
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
上
の
放
置
自
転
車
は
徹
底
し
て
撤
去
せ
よ
。

　
学
校
教
育
の
質
の
向
上
と
教
育
環
境
の
整
備
に

力
を
注
げ
。
児
童
、
生
徒
へ
の
効
果
的
な
補
習
授

業
を
実
施
し
、
教
育
セ
ン
タ
ー
の
有
効
活
用
に
向

け
て
の
方
策
も
検
討
せ
よ
。
ま
た
、
学
校
施
設
の

一
層
の
開
放
や
各
種
区
民
利
用
施
設
の
休
館
日
の

廃
止
、
時
間
延
長
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

　
6
2
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
す
る
新
基
本
計
画
は
、

速
や
か
に
年
次
計
画
を
立
て
て
、
順
次
実
現
に
努

め
よ
。

　
美
術
館
の
開
設
は
、
世
田
谷
に
文
化
の
窓
を
開

い
た
。
今
後
も
文
化
の
香
り
を
高
め
る
た
め
、
積

極
的
な
運
営
に
努
め
よ
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
心
の
豊
か
さ
が
求
め
ら
れ
る
時

代
だ
。
区
民
健
康
村
で
は
、
区
民
が
心
か
ら
安
ら

ぐ
こ
と
の
で
き
る
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
進
め
よ
。

　
人
づ
く
り
の
原
点
は
、
胎
教
に
あ
る
。
胎
児
と

母
親
へ
の
音
楽
会
を
予
算
化
し
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
生
涯
教
育
の
体
系
化
と
と
も
に
発
展
さ
せ
よ
。

1
無
所
属
ク
ラ
ブ
ー

　
都
市
化
の
波
に
消
え
て
い
く
農
地
は
、
世
田
谷

の
貴
重
な
財
産
だ
。
緑
の
確
保
の
た
め
に
も
、
農

地
の
保
全
対
策
に
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
め
。
ま

た
、
河
川
の
水
も
澗
れ
て
き
て
い
る
。
他
区
に
先

駆
け
て
、
議
会
で
水
の
復
活
の
た
め
の
具
体
的
な

提
言
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
取
り
組
み
が
遅

れ
て
い
る
。
今
か
ら
で
も
、
雨
水
の
地
下
浸
透
設

備
の
普
及
に
全
力
を
注
ぎ
水
源
の
確
保
に
努
め
よ
。

　
区
は
平
和
都
市
を
宣
言
し
て
い
る
。
平
和
の
尊

さ
を
学
校
で
教
え
よ
。
ま
た
、
い
じ
め
問
題
の
解

消
に
も
努
め
よ
。

新
基
本
計
画
の
実
現
に
万
全
を
期
せ

　
高
齢
化
社
会
へ
の
福
祉
施
策
の
展
開
、
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
生
活
道
路
の
整
備
な
ど
、

21

世
紀
を
展
望
す
る
新
基
本
計
画
を
策
定
し
た
が
、

計
画
の
推
進
に
は
、
職
員
の
資
質
の
向
上
と
財
源

の
確
保
が
重
要
な
課
題
だ
。
ま
ず
、
職
員
に
は
、

新
基
本
計
画
の
意
義
を
十
分
に
認
識
し
て
業
務
を

1
民
社
ク
ラ
ブ
ー

遂
行
す
る
心
構
え
を
櫨
え
つ
け
よ
。
そ
の
た
め
の

研
修
に
は
工
夫
を
凝
ら
せ
。
ま
た
、
税
制
の
改
革
、

円
高
不
況
の
進
行
、
失
業
者
の
増
加
な
ど
の
影
響

で
税
収
の
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
。
行
政
改
革
の

推
進
や
起
債
の
有
効
活
用
な
ど
で
、
財
源
の
確
保

に
努
め
よ
。
財
政
自
主
権
の
確
立
も
め
ぎ
せ
。

区
民
と
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

　
区
民
生
活
に
最
も
身
近
な
区
が
、
ゴ
ミ
闇
題
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
特
別
区
制
度
改
革
の
実
現
に

努
め
よ
。

　
新
基
本
計
画
は
、
計
画
内
容
を
区
民
に
P
R
し
、

理
解
と
協
力
を
得
て
推
進
せ
よ
。
ま
た
、
庄
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
庄
民
自
治
の

　
　
、
．

～

ー
生
活
ク
ラ
ブ
ー

仕
組
み
づ
く
り
も
大
切
だ
。
地
域
行
政
や
自
治
権

の
確
立
に
努
め
よ
。

　
福
祉
施
策
の
拡
充
、
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
創

設
、
教
育
の
充
実
な
ど
に
力
を
入
れ
よ
。
人
の
心

を
な
ご
ま
せ
る
緑
と
水
を
確
保
す
る
た
め
、
農
地

の
保
全
対
策
を
推
進
せ
よ
。

＼
．
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初
日
の
本
会
議
で
、
5
人
の
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
新
基
本
計
画
の
推
進
で

　
　
活
力
あ
る
都
市
を

　
　
め
ざ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
1
自
由
民
主
党
－

質
問
　
2
1
世
紀
を
展
望
す
る
新
基
本
計
画
が
ス
タ

ー
ト
す
る
が
、
自
治
権
拡
充
を
め
ざ
す
特
別
区
制

度
の
改
革
に
力
を
注
げ
。
行
財
政
改
革
を
更
に
推

進
す
る
な
ど
、
財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
よ
。
地

域
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
公
平
な
投
資
に
心
が
け

よ
。
地
価
の
高
騰
は
区
民
や
区
政
に
多
大
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
固
定
資
産
税
の
負
担
軽
減
策
を

講
じ
よ
。
計
画
に
必
．
要
な
用
地
は
、
借
上
方
式
も

活
用
し
て
確
保
せ
よ
。
移
転
す
る
都
立
大
学
の
跡

地
の
利
用
も
考
え
よ
。

区
長
　
助
役
制
度
改
革
の
早
期
実
現
に
努
め
る
。

行
財
政
運
営
の
効
率
化
を
一
層
進
め
る
。
各
地
域

の
均
衡
あ
る
発
展
に
配
慮
す
る
。
固
定
資
産
税
の

負
担
軽
減
を
国
や
都
に
要
請
し
て
い
く
。
計
画
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
用
地
確
保
に
努
め
る
。

質
問
住
み
よ
い
都
市
づ
く
り
で
は
、
道
路
・
下

水
道
の
整
備
や
区
画
整
理
事
業
の
促
進
が
急
務
だ
。

全
力
を
あ
げ
て
推
進
せ
よ
。
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
は
、
新
設
す
る
福
祉
公
社
の
活
用
や
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
を
得
て
、
在
宅
福
祉
を
中
心
に
据

え
て
取
り
組
め
。

助
役
　
計
画
的
な
道
路
整
備
を
進
め
て
い
く
。
下

水
道
の
整
備
促
進
を
都
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

区
画
整
理
は
新
た
な
手
法
を
検
討
し
て
い
る
。
高

齢
者
が
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
社
協
や
公
祉

と
の
連
携
を
深
め
、
多
様
化
す
る
福
祉
の
儒
要
に

対
応
し
て
い
く
。

質
問
　
文
部
省
の
個
人
差
に
応
じ
た
教
育
や
教
員

の
初
任
者
研
修
へ
の
対
応
を
示
せ
。

教
育
長
　
子
ど
も
の
個
性
や
能
力
を
生
か
す
教
育

や
区
に
ふ
さ
わ
し
い
研
修
体
系
の
確
立
に
努
め
る
。

質
問
　
税
制
改
革
の
区
財
政
へ
の
影
響
を
示
せ
。

区
長
　
歳
入
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
区
民
生
活
を
脅
か
す

　
　
売
上
税
に

　
　
反
対
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
1
公
　
明
　
党
－

質
問
　
売
上
税
の
導
入
は
、
物
価
高
や
中
小
企
業

の
売
り
上
げ
不
振
を
招
き
、
区
民
の
生
活
を
苦
境

に
陥
れ
る
。
区
長
の
見
解
を
示
せ
。
ま
た
、
区
財

政
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
影
響
は
ど
う
か
。

区
長
住
民
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
す
立
場
か
ら
、

区
民
生
活
に
し
わ
よ
せ
を
き
た
さ
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

質
問
　
2
1
世
紀
に
向
け
た
新
基
本
計
画
は
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
ふ
ま
え
目
標
を
ど
う
実
現
し
て
い

く
の
か
。
地
価
高
騰
の
な
か
、
計
画
に
基
づ
く
施

設
整
備
で
は
、
借
上
方
式
な
ど
も
考
え
よ
。

区
長
現
行
計
画
の
実
績
に
た
っ
て
、
新
し
い
時

代
の
要
請
に
応
じ
て
施
策
を
展
開
し
、
区
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
る
。

施
設
は
工
夫
を
凝
ら
し
て
整
備
し
て
い
く
。

質
問
　
福
祉
公
社
の
設
立
は
、
関
連
事
業
と
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
て
取
り
組
め
。
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
は
万
全
を
期
せ
。
緊
急
通
報
シ
ス

テ
ム
の
導
入
、
老
人
の
借
上
住
宅
の
増
設
に
努
め

る
と
と
も
に
、
住
宅
あ
っ
旋
制
度
も
創
設
せ
よ
。

助
役
　
関
連
事
業
と
の
調
整
な
ど
協
議
を
進
め
て

い
く
。
一
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
社
会
福
祉
協
議
会
に

委
託
し
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
図
る
。
公

的
住
宅
の
誘
致
や
あ
っ
旋
制
度
の
導
入
に
努
め
る
。

質
問
　
校
庭
の
早
朝
開
放
を
行
え
。
児
童
館
、
幼

稚
園
の
休
日
な
ど
は
、
地
域
に
開
放
せ
よ
。

教
育
長
　
婦
人
児
童
部
長
　
早
朝
開
放
は
検
討
し

た
い
。
児
童
館
な
ど
は
条
件
整
備
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
エ
イ
ズ
の
検
査
体
制
を
充
実
せ
よ
。
相
談

業
務
で
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
十
分
配
慮

せ
よ
。
正
し
い
知
識
や
情
報
の
提
供
に
も
努
め
よ
。

衛
生
部
長
　
厚
生
省
や
都
と
連
携
し
て
、
検
査
体

制
の
充
実
、
P
R
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
軍
拡
財
源
づ
く
り
と

　
　
大
企
業
の
減
税
を
ね
ら
う

　
　
売
上
税
に
反
対
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
1
日
本
共
産
党
－

質
問
　
中
曽
根
首
相
が
公
約
に
反
し
て
導
入
す
る

売
上
税
は
、
国
民
の
負
担
を
増
加
さ
せ
、
軍
事
費

拡
大
の
財
源
づ
く
り
と
大
企
業
へ
の
減
税
な
ど
を

ね
ら
う
も
の
だ
。
自
治
体
へ
の
財
政
面
で
の
統
制

力
が
強
ま
り
、
区
民
生
活
へ
も
深
刻
な
影
響
を
与

え
る
。
区
長
の
考
え
を
示
せ
。

区
長
　
区
民
生
活
や
事
業
執
行
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
、
慎
重
な
配
慮
を
望
ん
で
い
る
。

質
問
　
老
人
医
療
の
無
料
制
度
の
復
活
に
向
け
、

入
院
見
舞
金
制
度
の
実
現
に
努
め
よ
。

助
役
　
実
施
は
難
し
い
が
、
総
合
的
な
福
祉
施
策

を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
移
転
す
る
都
立
大
の
跡
地
に
福
祉
ゾ
ー
ン

を
実
現
す
る
た
め
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
障

害
者
の
作
業
所
、
青
鳥
養
護
学
校
の
小
中
学
部
、

温
水
プ
ー
ル
付
体
育
館
な
ど
の
建
設
を
計
画
せ
よ
。

区
長
　
都
の
施
設
の
誘
致
も
含
め
、
十
分
に
協
議

を
重
ね
て
い
き
た
い
。

質
問
　
地
価
の
急
騰
か
ら
区
民
の
生
活
を
守
る
た

め
、
固
定
資
産
税
の
基
礎
控
除
制
の
採
用
や
、
都

市
計
画
税
の
税
率
の
引
き
下
げ
を
国
や
都
に
働
き

か
け
よ
。

区
長
　
区
長
会
を
通
じ
、
土
地
の
評
価
基
準
や
一

律
課
税
制
度
の
見
直
し
な
ど
を
要
望
し
て
い
く
。

質
問
　
老
人
向
け
借
上
住
宅
方
式
を
若
者
や
若
年

小
家
族
向
け
に
も
採
用
し
て
、
若
い
世
代
が
住
み

続
け
ら
れ
る
住
宅
政
策
を
進
め
よ
。

助
役
　
住
宅
施
策
の
展
開
の
な
か
で
検
討
し
た
い
。

質
問
　
臨
教
審
が
答
申
し
た
教
員
の
初
任
者
研
修

は
、
教
師
を
一
つ
の
型
に
は
め
込
む
危
険
が
あ
る
。

教
育
基
本
法
の
精
神
に
基
づ
く
研
修
を
行
え
。

教
育
長
　
国
や
都
の
試
行
の
動
向
を
見
守
り
、
効

果
の
あ
が
る
研
修
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
自
治
権
を

　
　
侵
害
す
る

　
　
売
上
税
に
反
対
せ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
1
日
本
社
会
党
－

質
問
　
国
民
の
声
を
無
視
し
た
売
上
税
の
導
入
は
、

国
へ
の
依
存
財
源
の
増
大
を
招
き
、
自
治
権
拡
充

に
逆
行
す
る
も
の
だ
。
区
長
会
を
通
じ
、
反
対
を

国
に
申
し
入
れ
よ
。
ま
た
、
平
和
都
市
を
実
現
す

る
施
策
を
展
開
せ
よ
。

区
長
　
財
政
自
主
権
の
強
化
に
向
け
、
特
別
区
制

度
改
革
の
実
現
に
努
め
る
。
芸
術
な
ど
の
国
際
交

流
を
通
じ
て
世
界
平
和
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

質
問
　
大
気
汚
染
公
害
か
ら
区
民
を
守
る
た
め
、

国
の
環
境
行
政
の
後
退
に
歯
止
め
を
か
け
よ
。
発

生
源
調
査
や
被
害
者
の
実
態
把
握
に
も
努
め
よ
。

区
長
　
助
役
　
国
に
対
し
て
環
境
改
善
対
策
を
要

望
し
て
い
き
た
い
。
調
査
体
制
の
強
化
に
努
め
る
。

質
問
　
高
齢
化
社
会
へ
の
対
策
で
は
、
心
の
ふ
れ

あ
い
の
あ
る
在
宅
福
祉
の
充
実
が
急
務
だ
。
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
、
介
護
に
あ
た
る

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
増
員
せ
よ
。
高
齢
者
対
策
室

も
設
置
し
て
総
合
的
に
取
り
組
め
。

区
長
　
助
役
　
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
の
充
実
は
、

関
連
す
る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
く
。
対
策
室
の
設
置
も
考
え
た
い
。

質
問
　
用
途
地
域
の
見
直
し
で
は
、
地
域
住
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
よ
。
新
基
本
計
画
の
実
現
に
も

影
響
を
与
え
る
地
価
高
騰
に
対
策
を
講
じ
よ
。
屋

外
広
告
物
の
規
制
を
含
む
景
観
条
例
を
制
定
せ
よ
。

助
役
．
住
民
の
意
見
を
尊
重
し
て
取
り
組
む
。
計

画
の
実
現
に
向
け
て
用
地
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
価
の
動
向
を
見
て
、
よ
り
強
い
規
制
策

を
都
に
要
望
し
た
い
。
景
観
条
例
は
検
討
す
る
。

質
問
　
文
部
省
の
「
補
習
の
す
す
め
」
で
は
塾
通

い
の
問
題
は
解
決
し
な
い
。
対
応
を
示
せ
。

教
育
長
　
児
童
・
生
徒
の
校
外
で
の
生
活
実
態
を

ふ
ま
え
、
よ
り
よ
い
学
校
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
売
上
税
に
反
対
し

　
　
区
民
生
活
、
中
小
企
業
を

　
　
守
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
1
民
社
党
－

質
問
　
売
上
税
の
導
入
を
巾
心
と
す
る
税
制
改
革

が
中
小
企
業
経
営
や
区
民
生
活
に
与
え
る
影
響
は

は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
区
長
は
ど
う
考

え
る
か
。

区
長
　
区
民
の
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
、
国
会
で

の
慎
重
な
対
応
を
望
ん
で
い
る
。

質
問
　
行
財
政
改
革
を
更
に
進
め
る
た
め
、
企
業

の
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
、
職
員
へ
の
コ
ス
ト
意

鰯鰹暴麟糊覇

環
・
繭

藁淵▽　槙，卿
“
、
轡

蝕
“蝕
唖一

蜂懲
昌」冒・　　　　直

識
の
徹
底
や
積
極
的
な
資
金
の
運
用
に
努
め
よ
。

事
務
事
業
の
改
善
で
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
目
標

を
設
定
し
て
取
り
組
め
。
学
校
警
備
、
学
童
擁
護
、

学
童
ク
ラ
ブ
、
公
益
質
屋
な
ど
の
見
直
し
を
具
体

的
に
進
め
よ
。
ま
た
、
特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し

も
継
続
し
て
進
め
よ
。

区
長
　
助
役
　
収
入
役
　
企
業
感
覚
を
養
い
、
資

金
の
効
率
的
運
用
を
図
っ
て
い
く
。
区
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
進
め
た
い
。

手
当
の
見
直
し
は
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
新
基
本
計
画
の
特
色
と
財
政
見
通
し
を
示

せ
。
ま
た
、
計
画
の
実
現
に
向
け
、
職
員
の
意
識

の
高
揚
に
努
め
る
と
と
も
に
、
機
能
的
な
執
行
体

制
の
整
備
に
取
り
組
め
。

区
長
　
効
率
的
な
行
政
運
営
に
努
め
、
2
1
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
都
市
の
実
現

を
め
ざ
す
。
職
員
に
計
画
を
周
知
徹
底
し
、
地
域

事
務
所
の
開
設
な
ど
推
進
体
制
を
確
立
し
て
い
く
。

質
問
　
障
害
者
施
設
で
は
、
重
度
障
害
者
は
公
営

施
設
が
受
け
も
つ
な
ど
民
営
施
設
と
の
適
切
な
役

割
分
担
を
進
め
よ
。
ま
た
、
小
規
模
な
施
設
を
地

域
に
き
め
細
か
く
配
置
せ
よ
。
福
祉
部
門
に
総
合

窓
口
を
設
け
よ
．

助
役
　
役
割
分
担
を
検
討
す
る
。
民
間
の
協
力
も

得
て
整
備
し
た
い
。
窓
口
の
設
置
に
努
め
て
い
く
。

費
．

噛
．
駄

畢
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2
日
目
の
本
会
議
で
は
、
1
3
人
の
議
員
が
区
政

を
め
ぐ
る
諸
課
題
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

領
域
O
と
に
ま
と
め
、
そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま

す
。

心
が
か
よ
い
あ
う
ま
ち

世
田
谷
の
実
現
を

自
民
　
現
代
の
社
会
で
は
、
お
互
い
に
助
け
合
う

と
い
う
「
和
」
の
心
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
「
ヒ
ュ
ー

マ
ン
都
市
世
田
谷
」
は
、
人
間
尊
重
の
理
念
に
基

づ
き
、
人
と
人
と
が
「
和
」
で
結
ば
れ
た
都
市
を
実

現
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
心
豊
か
な
人
間
を
育
て
る
人
づ
く

り
に
、
区
政
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
。

住
民
に
最
も
身
近
な
学
校
を
地
域
の
核
と
し
、
こ

こ
を
中
心
に
温
か
い
心
で
結
ば
れ
た
地
域
社
会
づ

く
り
に
努
め
よ
。
ま
た
、
自
分
の
国
を
愛
し
、
他

国
も
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
国
際
的
な

視
野
に
た
っ
た
愛
国
心
教
育
も
進
め
よ
。

区
長
　
教
育
長
　
人
間
性
豊
か
な
地
域
社
会
を
つ

く
り
あ
げ
る
た
め
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
と
共
に

協
力
し
て
、
世
田
谷
を
愛
し
、
区
民
と
し
て
の
誇

り
を
も
つ
人
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

無
所
属
ク
　
世
田
谷
の
文
化
性
を
更
に
高
め
る
た

め
、
文
化
ゾ
ー
ン
を
ど
う
整
備
し
て
い
く
の
か
。

区
長
　
将
来
に
残
せ
る
文
化
を
築
い
て
い
き
た
い
。

共
産
　
国
の
簡
易
裁
判
所
の
統
廃
合
計
画
は
、
区

民
の
身
近
な
法
律
問
題
の
迅
速
な
解
決
を
阻
害
す

る
も
の
だ
。
反
対
を
申
し
入
れ
よ
。

助
役
　
区
民
へ
の
司
法
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た

め
、
国
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

区
民
が
士
に
親
し
あ

農
園
事
業
の
拡
大
を

共
産
　
区
民
農
園
を
存
続
、
拡
充
す
る
た
め
、
土

地
所
有
者
へ
の
相
続
税
の
緩
和
を
国
に
要
望
せ
よ
。

ふ
れ
あ
い
農
業
事
業
は
面
積
の
拡
大
に
努
め
よ
。

区
長
　
生
活
環
境
部
長
　
緩
和
措
置
を
要
請
し
て

い
く
。
ふ
れ
あ
い
農
園
の
拡
充
に
努
め
る
。

自
民
　
農
地
の
保
全
や
生
垣
助
成
の
充
実
な
ど
、

民
有
地
の
緑
化
に
力
を
入
れ
よ
。
緑
化
思
想
の
普

及
や
緑
化
基
金
の
創
設
に
も
取
り
組
め
。
多
摩
川

の
堤
に
並
木
を
復
活
さ
せ
、
区
内
各
地
か
ら
の
散

策
道
を
整
備
せ
よ
。
ま
た
、
都
の
呑
川
や
谷
沢
川

の
清
流
復
活
計
画
へ
の
対
応
を
示
せ
。

区
長
　
助
役
　
生
活
環
境
部
長
　
営
農
活
動
の
援

助
や
き
め
細
か
な
緑
化
指
導
に
努
め
る
。
基
金
設

立
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
並
木
の
復
活
を
国
な

ど
に
働
き
か
け
る
。
散
歩
道
づ
く
り
に
も
努
め
た

い
。
清
流
の
復
活
に
は
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
。

民
社
　
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
引

き
取
り
手
の
な
い
放
置
自
転
車
を
区
民
に
貸
し
出

す
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

士
木
部
長
　
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
実
現
に
努
め
て

い
く
。
再
生
自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
方
式
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

生
活
ク
　
清
掃
事
業
の
移
管
に
備
え
、
ゴ
ミ
の
細

分
化
分
別
収
集
な
ど
の
検
討
を
開
始
し
、
資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
や
ゴ
ミ
の
減
量
化
運
動
に
取
り
組
め
。

区
長
　
組
織
体
制
の
整
備
や
運
動
の
気
運
の
醸
成

に
努
め
て
い
き
た
い
。

精
神
墜
暑
施
策
の

一
層
の
充
実
を

社
会
　
精
神
衛
生
法
改
正
へ
の
動
き
を
ど
う
受
け

と
め
る
か
。
精
神
障
害
者
施
策
の
充
実
の
た
め
、

関
連
機
関
と
の
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
ケ
ア

付
共
同
住
宅
の
建
設
、
家
族
相
談
員
制
度
の
創
設

に
取
り
組
め
。
ま
た
、
精
神
障
害
者
福
祉
法
の
制

定
を
国
に
働
き
か
け
よ
。

助
役
　
衛
生
部
長
　
社
会
復
帰
対
策
な
ど
を
重
視

し
た
も
の
と
考
え
る
。
関
連
機
関
と
の
協
力
関
係

を
強
め
て
い
く
。
自
立
促
進
の
た
め
、
ケ
ア
付
住

宅
は
検
討
し
て
い
く
。
相
談
員
制
度
の
実
施
も
考

え
て
み
た
い
。

共
産
　
が
ん
対
策
で
は
、
各
種
検
診
の
受
診
率
向

上
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
。
胃
の
集
団
検
診
時

に
大
腸
が
ん
検
査
も
受
け
る
よ
う
P
R
を
徹
底
せ

よ
。
肝
臓
が
ん
も
検
診
項
目
に
加
え
よ
。
地
域
で

気
軽
に
受
診
で
き
る
よ
う
検
診
車
の
駐
璽
場
所
を

増
や
せ
。
検
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
も
拡
充
せ
よ
。

区
長
　
助
役
　
検
査
対
象
者
の
拡
大
や
検
診
機
会

の
増
大
に
努
め
る
。
肝
臓
が
ん
検
診
は
検
討
し
て

い
く
。
出
張
検
診
の
充
実
を
図
る
。
倹
診
後
、
医

療
機
関
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

公
明
　
デ
イ
ホ
ー
ム
施
設
は
、
痴
呆
性
老
人
の
利

用
も
多
く
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
実
態
把

握
に
努
め
、
積
極
的
に
増
設
せ
よ
。
用
地
の
確
保

が
困
難
な
環
7
内
側
の
地
域
で
は
、
多
様
な
手
法

を
検
討
し
、
設
置
に
取
り
組
め
。

助
役
　
デ
イ
ホ
ー
ム
機
能
を
も
つ
高
齢
者
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
各
地
域
に
設
置
し
て
い
く
。

借
上
方
式
な
ど
も
考
え
た
い
。

無
所
属
ク
　
心
豊
か
な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
、

乳
幼
児
を
も
つ
母
親
に
音
楽
、
文
学
な
ど
を
鑑
賞

さ
せ
る
教
育
を
実
施
せ
よ
。

区
長
　
子
ど
も
の
人
間
形
成
に
役
立
つ
母
親
教
育

を
考
え
て
い
き
た
い
。

共
産
　
高
齢
者
集
合
住
宅
の
建
設
構
想
を
も
つ
住

宅
公
団
と
協
力
し
て
、
ケ
ア
付
集
合
住
宅
を
建
設

し
、
地
域
在
宅
福
祉
の
モ
デ
ル
づ
く
り
に
取
り
組

め
。助
役
　
地
域
に
開
放
さ
れ
た
施
設
も
あ
わ
せ
も
っ

沁

～〆

上野毛自然公園

た
庄
宅
建
設
を
公
団
に
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

生
活
ク
　
老
人
が
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
な
か
で

生
活
で
き
る
こ
と
が
大
切
だ
。
地
域
で
三
世
代
が

交
流
で
き
る
行
事
を
実
施
せ
よ
。
学
校
で
給
食
を

共
に
す
る
こ
と
や
調
理
設
備
を
利
用
し
た
在
宅
老

人
へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
も
考
え
よ
。
ま
た
、
地
域

の
人
々
の
手
で
、
老
人
の
デ
イ
ケ
ア
が
行
え
る
よ

う
、
区
の
施
設
の
一
部
を
開
放
で
き
な
い
か
。

助
役
　
世
代
間
の
交
流
を
促
進
し
て
い
く
。
学
校

給
食
の
活
用
策
は
検
討
し
た
い
。
老
人
に
身
近
な

地
域
で
の
デ
イ
ケ
ア
は
望
ま
し
い
姿
な
の
で
、
施

設
の
有
効
利
用
や
運
営
面
の
研
究
を
し
て
み
た
い
。

公
明
　
児
童
館
の
建
設
で
は
、
区
民
利
用
施
設
と

の
併
設
方
式
を
見
直
し
、
地
域
環
境
や
交
通
事
情

を
考
え
て
設
置
を
進
め
よ
。
特
に
三
軒
茶
屋
、
太

子
堂
地
域
へ
の
建
設
に
力
を
入
れ
よ
。

婦
人
児
童
部
長
　
児
童
人
口
や
地
域
特
性
を
考
慮

し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
配
置
を
心
が
け
、
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
く
。
三
軒
茶
屋
、
太
子
堂
地
域

で
は
、
用
地
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

社
会
　
老
人
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

住
宅
公
団
な
ど
と
連
携
し
て
ケ
ア
付
集
合
住
宅
を

整
備
せ
よ
。
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
情
報
を
提
供
す

る
相
談
窓
口
や
ア
パ
ー
ト
あ
っ
旋
制
度
も
設
け
よ
。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
構
想
の
デ
イ
ホ

ー
ム
型
は
、
区
民
利
用
施
設
に
併
設
せ
よ
。
痴
呆

性
老
人
向
け
の
デ
イ
ホ
ー
ム
も
設
け
よ
。
寝
た
き

り
老
人
の
ミ
ド
ル
ス
テ
イ
事
業
の
実
施
や
家
族
の

介
護
技
術
の
普
及
に
努
め
よ
。

助
役
　
福
祉
・
衛
生
部
長
　
老
人
の
住
ま
い
を
確

保
す
る
た
め
、
集
合
住
宅
の
整
備
に
努
め
る
。
相

談
窓
口
は
検
討
し
、
あ
っ
旋
制
度
は
導
入
を
図
る
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
推
進
す
る
。

デ
イ
ホ
ー
ム
事
業
を
拡
充
し
て
い
く
。
ミ
ド
ル
ス

テ
イ
事
業
は
検
討
し
た
い
。
家
庭
看
護
講
座
な
ど

を
充
実
し
て
い
く
。

共
産
　
老
人
が
寝
た
き
り
や
痴
呆
に
な
っ
た
ら
す

ぐ
に
老
人
福
祉
手
当
を
支
給
す
べ
き
だ
が
、
現
在

は
6
カ
月
間
の
症
状
の
継
続
が
支
給
条
件
と
な
っ

て
い
る
。
当
面
3
カ
月
間
で
支
給
せ
よ
。

区
長
　
福
祉
部
長
　
予
防
策
の
充
実
に
努
め
て
い

く
。
期
間
の
あ
り
方
は
検
討
し
た
い
。

無
所
属
ク
　
民
間
の
協
力
も
得
て
、
が
ん
対
策
の

基
金
を
設
立
し
、
早
期
発
見
、
予
防
、
研
究
に
取

り
組
め
。
が
ん
追
放
区
宣
言
も
行
え
。

区
長
　
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
、
検
診
事
業
を

充
実
し
て
い
く
。
基
金
は
考
え
て
み
た
い
。

道
路
を
整
備
し
て

住
み
よ
い
街
づ
く
り
を

民
社
　
快
適
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
進
め
る
に

は
、
道
路
の
整
備
が
不
可
欠
だ
。
体
制
を
強
化
し

て
積
極
的
に
取
り
組
め
。
側
溝
に
ふ
た
が
な
く
、

危
険
な
私
道
が
あ
る
。
助
成
措
置
や
住
民
へ
の
協

力
要
請
な
ど
、
対
策
を
講
じ
よ
。
ま
た
、
通
行
止

め
な
ど
の
交
通
規
制
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者

と
し
て
、
警
察
と
の
調
整
を
図
れ
。

助
役
　
士
木
部
長
　
道
路
整
備
は
計
画
的
に
推
進

し
て
い
く
。
問
題
の
あ
る
道
路
は
実
情
に
応
じ
て

対
策
を
講
じ
て
い
く
。

公
明
　
玉
川
地
区
に
排
水
の
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

改
善
せ
よ
。
・
休
日
の
河
川
敷
の
駐
車
利
用
や
バ
イ

ク
の
乗
り
入
れ
へ
の
対
策
を
国
に
働
き
か
け
よ
。

士
木
部
長
　
堤
防
よ
り
河
川
側
に
は
制
約
が
あ
る

が
整
備
に
努
め
る
。
駐
車
場
と
し
て
の
利
用
や
バ

イ
ク
ヘ
の
対
策
は
国
に
要
望
し
て
い
く
。

無
所
属
ク
　
三
軒
茶
屋
の
再
開
発
計
画
の
促
進
に

更
に
力
を
入
れ
よ
。

区
長
　
助
役
　
早
期
実
現
に
努
力
し
て
い
く
。

自
民
　
二
子
玉
川
は
、
東
京
の
西
南
部
の
玄
関
に

ふ
さ
わ
し
い
機
能
を
も
つ
よ
う
、
東
・
西
地
区
の

特
性
を
生
か
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
。
ま
た
、

交
通
混
雑
の
解
消
も
図
れ
。

助
役
　
東
地
区
は
市
街
地
再
開
発
、
西
地
区
は
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
計
画
な
ど
を
進
め
る
。

道
路
の
整
備
は
、
国
と
都
の
協
力
、
地
元
の
理
解

を
得
て
促
進
し
て
い
く
。

公
明
　
野
川
の
改
修
計
画
の
見
通
し
を
示
せ
。
溢

水
対
策
に
も
万
全
を
期
せ
。
ま
た
、
魚
が
生
息
で

き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
よ
。

助
役
　
士
木
部
長
　
都
は
6
4
年
度
に
工
事
を
開
始

す
る
予
定
だ
。
魚
の
溜
り
場
を
設
け
て
い
く
。

自
民
　
下
水
道
の
完
全
普
及
に
向
け
、
区
画
整
理

予
定
区
域
へ
の
整
備
促
進
に
全
力
で
取
り
組
め
。

雨
水
の
地
下
浸
透
事
業
の
進
捗
状
況
を
示
せ
。

助
役
　
道
路
整
備
と
調
整
を
図
り
普
及
に
努
め
る
。

総
合
治
水
対
策
と
し
て
一
層
推
進
し
て
い
く
。

社
会
　
良
好
な
居
住
環
境
の
形
成
を
め
ざ
す
桜
丘

の
地
域
住
宅
計
画
で
は
、
住
民
と
の
十
分
な
協
議

の
も
と
に
適
切
な
援
助
と
誘
導
を
行
え
。

都
市
整
備
部
長
　
広
く
住
民
の
参
加
を
得
て
、
自

主
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
支
援
し
て
い
く
。

民
社
ク
　
民
間
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
マ
ス
コ
ミ

の
報
道
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
青
壮
年
中
間
層

の
住
宅
取
得
へ
の
要
望
は
非
常
に
強
く
、
し
か
も

区
内
へ
の
居
住
を
希
望
す
る
声
は
高
い
。
こ
う
し

た
要
請
に
応
え
る
た
め
、
都
営
住
宅
や
公
団
住
宅

な
ど
の
建
設
の
促
進
に
努
め
よ
。
さ
ら
に
、
住
宅

修
築
資
金
融
資
あ
っ
旋
制
度
の
充
実
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
を
講
じ
て
住
宅
施
策
を
積
極
的
に
推

進
せ
よ
。
中
小
企
業
や
商
店
の
従
業
員
が
年
金
住

宅
融
資
制
度
を
利
用
す
る
際
に
は
、
事
務
手
数
料

を
軽
減
す
る
た
め
、
助
成
策
な
ど
も
講
じ
よ
。

区
長
　
新
基
本
計
画
に
公
的
住
宅
の
供
給
の
促
進

や
住
宅
修
築
資
金
融
資
あ
っ
旋
制
度
の
充
実
を
盛

り
込
む
な
ど
、
住
宅
施
策
の
推
進
に
努
め
る
。
新

た
に
発
足
す
る
勤
労
者
共
済
制
度
の
活
用
な
ど
に

よ
り
、
手
数
料
の
軽
減
も
検
討
し
て
み
た
い
。

学
校
施
設
の

整
備
を
進
め
よ

公
明
　
教
室
や
廊
下
、
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
な
ど
に

補
修
の
必
要
な
小
中
学
校
が
あ
る
。
早
急
に
改
善

せ
よ
。
校
庭
の
狭
い
学
校
は
屋
上
を
活
用
せ
よ
。

学
校
教
育
部
長
　
学
校
施
設
の
整
備
に
努
め
る
。

屋
上
舗
装
を
順
次
進
め
て
い
く
。

自
民
　
2
1
世
紀
を
担
う
青
少
年
の
能
力
や
感
性
を

伸
ば
す
た
め
、
国
際
・
国
内
交
流
を
推
進
せ
よ
。

語
学
教
育
も
充
実
せ
よ
。
音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

な
ど
に
参
加
し
や
す
い
条
件
づ
く
り
に
も
努
め
よ
。

区
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
す
る
機
会
の
提
供
に
努

め
る
。
外
国
人
講
師
を
全
中
学
校
に
招
き
、
生
き

た
英
語
を
習
得
さ
せ
る
。
青
少
年
が
健
全
に
成
長

す
る
よ
う
条
件
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
請
願
の
審
議
経
過
な
ど

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

採
択
杷
件

◇
大
型
問
接
税
導
入
反
対
に
関
す
る
請
願

◇
大
型
間
接
税
導
入
反
対
に
関
す
る
請
願

◇
大
型
問
接
税
導
入
を
や
め
国
民
本
位
の
税
制
改

　
革
を
求
め
る
請
願

◇
大
型
閥
接
税
導
入
反
対
に
関
す
る
陳
情

◇
大
型
問
接
税
導
入
反
対
に
関
す
る
請
願

　
　
　
以
上
の
5
件
に
は
「
願
意
に
沿
う
よ
う
努

　
力
す
る
」
と
の
意
見
が
付
け
ら
れ
、
関
係
機
関

　
に
別
掲
の
意
見
詐
を
提
出
し
た
。

◇
渋
谷
簡
易
裁
判
所
の
存
置
を
求
め
る
請
願

　
　
　
「
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
」
と
の
意

　
見
が
付
け
ら
れ
、
関
係
機
関
に
別
掲
の
要
望
書

　
を
提
出
し
た
。

◇
新
基
本
計
画
に
関
す
る
陳
情

◇
児
童
館
・
区
民
セ
ン
タ
ー
設
置
に
関
す
る
請
願

　
（
桜
町
小
学
区
域
）意
見
書

　
匿
田
谷
医
議
会
は
、
次
の
意
見
捷
∵
．
要
望
苫

を
関
係
機
関
あ
て
提
出
し
ま
し
た
。

売
上
税
に
関
す
る
意
見
書

　
政
府
は
、
売
上
税
の
創
設
を
含
め
た
税
制
の

抜
本
的
改
革
を
行
う
こ
と
を
閣
議
決
定
し
、
今

国
会
に
関
係
法
案
を
提
出
し
た
。

　
し
か
し
、
売
上
税
は
、
減
税
に
見
合
う
も
の

と
は
い
え
、
大
衆
課
税
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る

も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
物
価
の
ヒ
昇
、
巾
小
企

業
の
経
営
圧
迫
な
ど
、
様
々
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
憂
慮
さ
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
蹴
田
谷
区
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

売
上
税
の
創
設
は
行
わ
な
い
よ
う
、
強
く
要
望

す
る
。

　
右
、
地
方
自
治
法
第
几
卜
九
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
意
見
書
准
提
出
す
る
．

3
月
2
日
議
決

内
閣
総
理
・
大
蔵
大
臣
あ
て

●

◇
子
供
の
遊
び
場
存
続
に
関
す
る
請
願
（
給
田
4

　
丁
目
5
）

　
　
　
以
上
の
3
件
に
は
「
願
意
に
沿
う
よ
う
努

　
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
付
け
ら
れ
た
。

◇
世
田
谷
代
田
駅
周
辺
の
街
づ
く
り
に
関
す
る
陳

◇
下
北
沢
駅
周
辺
の
街
づ
く
り
に
関
す
る
請
願

◇
道
路
拡
幅
に
関
す
る
請
願

取
下
承
認
－
o
件

◇
電
気
・
ガ
ス
料
金
引
き
F
げ
に
関
す
る
請
願

◇
政
党
法
制
定
反
対
に
関
す
る
請
願

◇
地
域
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
請
願

　
（
K
川
第
3
出
張
所
管
内
）

◇
た
ば
こ
消
費
税
増
収
確
保
に
関
す
る
請
願

◇
地
区
会
館
等
建
設
に
関
す
る
請
願
（
教
員
住
宅

跡
地
）

◇
大
硯
模
駐
巾
場
設
置
に
反
対
す
る
請
．
願
（
奥
沢

　
4
丁
目
1
4
）

◇
ユ
ー
ス
ビ
ア
田
園
調
布
建
設
反
対
に
関
す
る
請

　
願
（
更
E
川
2
丁
目
4
1
）

◇
仮
称
レ
ジ
ダ
ン
ス
・
ド
・
、
二
軒
茶
屋
建
設
に
関

　
す
る
請
願
（
E
馬
1
丁
目
3
4
）

◇
自
動
申
展
示
販
売
ビ
ル
建
設
反
対
に
関
す
る
請

　
願
（
千
歳
台
3
丁
目
4
）

◇
路
線
バ
ス
増
発
に
関
す
る
請
願
（
成
城
学
園
・

下
衣
宿
問
）要
望
書

簡
易
裁
判
所
の
統
廃
合
に
関
す
る
要
望
書

　
法
務
省
は
、
都
内
卜
．
ガ
所
の
簡
易
裁
判
所

を
霞
が
関
、
カ
所
に
築
約
統
合
す
る
こ
と
、
事

件
数
が
増
加
し
て
い
る
町
田
市
、
所
沢
市
に
は
、

新
設
を
す
る
な
ど
を
主
な
内
容
と
し
た
ド
級
裁

判
所
の
設
曙
・
管
轄
区
域
法
改
正
案
を
決
め
、

八
，
国
会
に
法
案
提
出
を
看
定
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
八
卜
一
万
区
民
を
擁
す
る
世
田
谷

区
に
は
簡
易
裁
判
所
が
な
く
、
区
民
の
不
便
を

き
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
．

カ
所
に
集
約
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
距
離
的
に
も

遠
く
な
り
、
区
民
に
と
っ
て
、
ま
す
ま
す
利
用

し
に
く
い
倖
在
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
匿
田
谷
区
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、

渋
谷
簡
易
裁
判
所
を
序
続
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
し
ま
す
．

　
3
月
5
日
提
出
　
3
月
1
9
日
、
議
会
報
告

内
閣
総
理
・
法
務
友
臣
あ
て

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

　
企
画
総
務
委
員
会
へ
付
託
1
件

○
渋
谷
簡
易
裁
判
所
の
存
置
を
求
め
る
請
願

　
区
民
生
活
委
員
会
へ
付
託
4
件

O
大
規
模
駐
車
場
設
置
に
反
対
す
る
請
願
（
奥
沢

　
4
丁
目
14
）

○
生
活
協
同
組
合
運
動
発
展
の
た
め
の
意
見
書
提

　
出
を
求
め
る
請
願

O
区
民
の
食
料
を
守
り
、
農
業
再
建
に
関
す
る
意

　
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

O
北
沢
支
所
開
設
に
関
す
る
陳
情

　
都
市
整
備
委
員
会
へ
付
託
　
2
　
件

○
子
供
の
遊
び
場
存
続
に
関
す
る
請
願
（
給
田
4

　
．
」
目
5
）

O
仮
称
上
北
沢
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る

　
請
願
（
と
北
沢
4
丁
目
4
）

　
文
教
委
員
会
へ
付
託
1
件

○
ブ
ー
ル
料
金
値
下
げ
に
関
す
る
陳
情

　
交
通
対
策
委
員
会
へ
付
託
　
1
　
件

○
東
急
バ
ス
路
線
の
見
直
し
に
関
す
る
請
願

　
皆
さ
ん
と
区
議
会
を
身
近
に
結
ぶ
「
か
け

は
し
」
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
『
、
区
議
会
だ

よ
り
』
の
編
集
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
更
に

区
議
会
を
詳
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

制
度
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
紹
介
を
い
た

し
ま
す
．

　
議
会
の
活
動
を
直
接
e
覧
に
な
る
方
法
と

し
て
傍
聴
の
制
度
が
あ
り
ま
す
．
区
政
の
意

思
決
定
を
行
う
本
会
議
の
模
様
や
、
委
員
会

で
の
詳
し
い
審
議
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
．

　
議
会
の
仕
肇
や
仕
組
み
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
『
区
議
会
の
は
な

し
』
も
作
成
し
て
い
ま
す
。
区
役
所
ロ
ビ
ー
、

出
張
所
、
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
む
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
口
の
O
不
白
由
な
方
の
た
め
に
、

『
区
議
会
だ
よ
り
』
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
に
、

音
楽
な
ど
も
ま
じ
え
て
編
集
し
た
～
区
議
会

だ
よ
り
テ
ー
ブ
版
』
も
発
行
し
て
い
ま
す
。

㊨
・

民
語
と
伝
説
・

だ
　
い
　
た
　
む
　
ら
　
　
　
　
む
す
め

代
田
村
の
娘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
と

あ
ず
き
の
音
で

　
　
ほ
　
う
さ
　
く
　
　
　
　
う
ら
な

豊
作
を
占
う

ぶ
ん
　
　
さ
く
ら
い
　
ま
さ
の
ぶ

文
・
桜
井
正
信

え
　
　
　
や
な
ド
き
は
ら
ま
さ
こ

絵
・
柳
原
雅
子

　
そ
の
暗
は
、
讐
嘱
な
の
に
、
濃
ば
む
ほ
ど
瞬

か
い
浄
が
纐
き
ま
し
た
。
騒
猷
に
は
、
う
め
、

こ
ぶ
し
、
さ
く
ら
、
も
も
、
な
し
、
そ
れ
に
、

や
ま
ぶ
き
も
瞬
き
ま
し
た
。

「
今
婿
は
ど
う
し
た
こ
と
だ
、
離
も
猛
っ
た
」

「
こ
ん
な
年
は
、
き
っ
と
、
欝
㈹
や
嵐
が
く
る

ぞ
」
　
村
の
麓
た
ち
は
、
衝
ま
き
や
田
億
墾
の
謝
で

も
ち
き
り
で
す
。

　
野
卿
雌
の
丑
の
階
齢
の
慰
で
も
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
と
夫
婦
で
概
認
し
て
い
ま
し
た
。
す

る
と
、
ひ
と
り
娘
の
タ
ミ
が
、
そ
っ
と
一
．
ヴ
つ
の

で
す
。
「
砦
く
種
を
ま
い
た
瑠
が
よ
い
よ
う
で
す
」

　
わ
け
を
聞
く
と
、

「
わ
た
し
の
耳
の
中
で
、
豊
作
の
と
き
は
、
サ

ラ
サ
ラ
と
あ
ず
き
の
音
が
す
る
の
で
す
。
そ
の

盲
が
聞
こ
え
た
と
き
に
種
を
ま
い
た
年
は
、
い

つ
も
豊
年
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甑

姻

　
　
　
　
　
　
　
♂
ド

　
夫
婦
と
娘
は
、

そ
の
日
か
ら
種
を

ま
き
ま
し
た
。

　
秋
に
な
る
と
、

留
占
の
家
だ
け
は
　
　
　
　
　
鵡

豊
作
で
し
た
。

　
早
ま
き
と
笑
っ
た
り
、
あ
き
れ
て

見
て
い
た
者
の
家
は
、

作
だ
っ
た
の
で
す
。

村
人
は
、

愚
講
に
懸
い
、
そ
っ
と
夫
婦
に
、

ず
ね
る
と
、

「
娘
に
聞
い
て
く
れ
」

と
し
か
一
一
．
口
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
区
議
会
事
務
局
ま
で
む
連
絡

く
だ
さ
い
．

留
吉
の
田
が
豊
年
だ
っ
た
こ
と
を
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
わ
け
を
た

　
そ
こ
で
村
の
慰
が
、
娘
に
薦
を
さ
げ
て
、
鷹

作
の
ひ
け
つ
を
た
ず
ね
ま
し
た
。
娘
は
、
あ
ど

け
な
い
耀
で
、

「
耳
に
あ
ず
き
の
音
が
サ
ラ
サ
ラ
す
る
と
き
、

永
年
勤
続
表
彰

　
在
職
2
0
年
の
議
員
1
0
人
が
、
地
方
自
治
の
発
展

に
永
年
に
わ
た
っ
て
貢
献
し
た
功
労
者
と
し
て
、

特
別
区
議
会
議
長
会
か
ら
戎
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
伝
達
式
は
3
月
1
9
日
の
本
会
議
で
行
わ
れ
、
議

長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
区

長
か
ら
も
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
議
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

丸山山小荒
山崎口山木

義
一
（
自
民
）

菊
男
（
自
民
）

昭
（
自
民
）

治
茂
（
共
産
）

孝
夫
（
民
社
）

内
由
　
武
次
（
自
民
）

平
山
　
八
郎
（
自
民
）

山
沢
　
修
白
（
自
民
）

長
谷
川
七
郎
（
民
社
）

高
木
　
正
忠
（
民
社
ク
）

ザ
「
代
田
村
と
、
ほ
カ
の
田
と
は
ち
が
う
の
で
、

、
㎡
た
し
に
は
よ
そ
礁
の
と
こ
ろ
は
わ
か
ら
な
い

の
で
す
」

正
直
な
娘
さ
ん
で
し
た
。

　
　
　
　
　
・
｝
’

　
　
　
　
ノ
、

　
　
　
　
彦

と
、
け
っ
し
て
よ
そ
の
村
の
こ
と
は
．
一
一
、
口
わ
な
い
、

　ろ

囲
出
頭
山

　
　
現
在
の
代
田
6
丁
目
の
北
部

編
集
後
記

○
進
学
、
就
職
と
新
た
に
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
れ
た

　
皆
さ
ん
も
や
っ
と
一
息
。
初
夏
を
予
感
す
る
か

　
の
よ
う
に
、
白
牡
丹
が
花
E
の
名
に
ふ
さ
わ
し

　
く
、
気
品
を
漂
わ
せ
て
咲
く
頃
で
も
あ
り
ま
す
。

○
新
緑
の
香
り
高
い
若
蘂
風
が
、
ま
ち
角
を
通
り

　
ぬ
け
、
何
と
は
な
く
心
地
よ
い
気
持
ち
に
な
り

　
ま
す
。
以
前
、
区
内
は
良
質
の
筍
の
産
地
で
あ

　
っ
た
と
か
。
あ
っ
と
い
う
間
に
、
若
竹
へ
と
育

　
つ
さ
ま
に
は
、
力
強
さ
を
連
想
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

○
区
議
会
が
、
い
よ
い
よ
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー

　
ト
し
ま
す
．
次
号
の
『
区
、
議
会
だ
よ
り
』
で
委

　
員
の
構
成
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

O
区
議
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
区
議
会

　
事
務
局
調
査
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
電
話
（
紐
）
一
一
一
一
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